
小麦 「ヨユ寺ヨムギ」 (奨励品r重)

律 試 技 術部
・県南分場 ・県北分場)

1 、来 歴

この品種は昭和47年度 (昭和48年5月)、 東北農業試験場において 「東北 126号 」 (後のハ

ナガサヨムギ)を 母とし、 「ユキチヤボ」を父として人工交配を行った後、昭和49年度F2で個体

選抜、以降系統栽増によつて選抜
・固定を図つてきたものである。

育種目標は、東北 126号 の製粉性
・耐痛性 (赤さぴ病)に 、ユキチャボの耐雪性

◆耐湿性 ・

短強梓性を導入しようとしたものである。

岩手県においては昭和52年以降、本場が担当する耐寒雪性4寺性検定試験に供試してきた。昭和

55年度には 「東北 167号 」と命名され、同年度より本分場の奨励品種決定基本調査に入れて検

討したほか、昭和61年からは現地試験に供試した。その結果、特性
・収量 ・品質について有望と

認められた。

2、特性の概要

(1)形 態的特性

ア、浮長はナンプヨムギに比べ約10c m短 く、禅質はやや強い。想長はやや短く
、穏数はやや

多い。

イ、千粒重 ・リットル重はやや高く、原麦の外観上の品質はキタカミ
ヨムギ ・ハチマンヨムギ

と同程度である。

(2)生 態的特性

ア、播性程度はVIの秋播性で、基立性は中程度である。出穏期はキタカミ
ヨムギ、ハチマンヨ

ムギ並である。成熟期はキタカミヨムギよりやや早く、すンプヨムギより遅
い。

イ、穏発芽はナンプヨムギよりやや発生しやすいが、キタカミ
ヨムギよりやや発生しにくい。

ウ、耐倒伏性は、キタカミヨムギ、ナンブヨムギより優り、ハチ
マンコムギ逆に強い。

工、耐寒性、耐雪性はヰタカミヨムギよりやや優り、ナンプ
ヨムギよりやや劣る。

(3)品 質的特性

ア、粒質は硝子質で粗蚕白はやや多く、ハチマンコムギ、ナンプ
ヨムギよりやや優る。

イ、小菱粉の自さはやや高く、すンプヨムギよりやや優り、寺タカ
ミヨムギと同程度である。

ウ、ゆで麺の総合評価ではキタカミヨムギよりやや優るが、ナンプ
ヨムギよりやや劣る。バン

通性は国内小表品種の中では優れている。

3、 奨励品種に採用しようとする理由

本県の小麦作付面積は3,095ha(ナンプヨムギ68%、ハチマン
ヨムギ16%、ヰタカミヨムギ14%)

で、ここ数年微増傾向にある。今後も省力性を生かした土地利用型作物として
、またイネ科の冬

作物であることから貴重な地力維持作物として、水田総合利用対策およ
び高収益畑作展開の中で

重要な役割を担っていくと予想される。

本県の小菱生産においてそのγF柄を不安定にしている大きな要因として
は、寒雪害による越冬

株歩合の1氏下と登熟期間の降面による子実の品質低下が挙げられる。4寺
に後者は、穂発芽や遇色

等の障害粒の発生だけでなく、製粉性
・加工適性の低下も伴うので、業者から厳しく指摘されて

いる。
このような背景から新品種には、安定良質多収を実現するための耐倒伏性

・耐寒雪性・登熟期

間の降面による子実の変質耐性、さらには低コスト化のための機械刈適応性等
の諸特性の高い総

合評価が求められる。

今回奨励品種編入を考える 「ヨユ寺ヨムギ」は中生、短強博で
、赤さび病に強く、耐寒雪性 ・

穂発芽抵抗性が本県の奨励品種である 「ハチマンヨムギ」、
「キタカミヨムギ」に比較してやや

強く安定多収を得られる。また、製粉性が優れていて安白含量も高いことから加工用途が広く
、

「ハチマンコムギ」、 「キタカミヨムギ」におき替わつての面積拡大が期待さ
れる。
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4、 普及見込み地帯

(1)北 那、下閉伊の沿岸地域を除く、

根雪Alli1190日以下の地付'

(2)見 込み面積   1,0 0 01la

(3)根 雪llll問と品種別栽1音地1苫区分

項 目

ヨユ寺ヨムギ
ハチマンヨムギ

ヰタカミヨムギ
ナンプヨムギ

0 0

9 0

8 0

1 0

安全地帯

可白と上位帯

5、 栽培上の留意点

(1)雪 田痛防除は計画的に実施することとし、多雪地帯 (根雪朋問100日以上)で は作付しない。
なお、北部および下開伊の沿岸地域では根雪All間に問題はないが、登熟期間のやませの影響
によって作柄が不安定となりやすいので作付しない。

(2)穂 発芽等品質低下を防ぐため、通期収構 ・適正乾燥に努める。

(3)少 雪年等穏敗過多が予想される場合、追肥量を減らすなど肥培管理に留意する。
(4)子 実に開浦を生じやすい特性を持っているが、製粉性には問題がない。ただし、外観的品質
を向上させるため、難慨肥 ・土環改良資材

`を
施用し、土づくりに努める。

(5)追 肥による増収効果が認められるが、時期としては減分期または出穂期の後期追肥を重点と
する。なお、詳細な施肥法については現在検討中である。

(6)幡 種量は10a当 り各々、ドリル播で8kgヽ 全面全層播で 10kgと する。播種時期は現行
通り、ユ也村努 温ヽ種期に従う。

6、 試験成績
表 1生 育 ・収量 (昭和58～62年の5か 年平均 ,年次は播種年次)

場

　

所
品 打E 名

出f醐

〔月。日

成熟畑

( 月・日

弔長

てc m

栖長

( c m

f a 敗

木/ポ |

賦
の
多

子  実  質 】寅

〔g〕

千位寅

てo )

品 質

〔kg/a 憤準比 拓

本

　

　

場

ヨ ユ キ コ ム ギ
キタカミコムギ(鯨)
ハチマンコムギ(上し,
ナンジヨムギ(上ゆ

5 。3 1

5 。2 9

5 。2 9

5 。2 7

7・15

7 ・1 6

7・17

7 ・1 1

８．

９‐

８４

囲

7.7

9,9

9.8

18.2

如
碑
範
好

1 . 1

2 . 0

1 . 4

1 . 6

47.6

3 1 . 8

3 4 . 7

4 1 . 5

154

〔:口Ha)

: 1 2

134

ｍ
確
７３‐
７４２

3 9 . 8

4 1 . 1

38.6

12.5

3 . 6

4 . 0

3 . 6

2 . 6

県

　

　

南

コ ユ キ コ ム ギ
キタカミコムギ(僚)
ハチマンコムギ(比)
ナンブコムギ( 比,

5・2 1

5 ・後

5 ・1 9

5・1 7

7 ・t

7・ 7

7 ・1

6 ' 3 0

鶴

鋪

鈍

弱

7 . 6

9 . 7

9 . 8

1 0 . 2

佃
４‐７
伸
範

0.8

1 . 2

1 . 2

3 . 2

5 1 . 5

5 2 . 8

43.9

4 1 . 5

範

囲

８３

７９

７７６
ｍ
７８４
閥

4 1 . 3

39.9

39.9

43.2

2.7

2.7

2.3

2.0

県

北
ギ
抑
ム
執
コ
ム

い
カ
コ
ナ

5 ・卸

5 ・答

7 ・1 9

7 ' 1 5

流

軒

７

７

７

９
姫
鏑

0.5

1 . 0

48.5

42.1

随

岡
閥
鶴

3 9 . 8

42,1

3 . 5

3 . 5

側伏の多少 ;0=無  1=微  2‐ 少

品   質 :1=上 の上 2二 上の下

3=中  4ヨ 多 5,喜

3=中 の上 4=中 の中 5=中 の下 6ヨ 下

- 2 -




